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EXM-137

取付説明書

エクスポストKN
このたびは、当社製品をお買いあげいただきましてまことにありがとうございます。
製品を安全に正しく施工していただき、施主様等の危害や損害を未然に防止するためにも、各種表示記
号の内容を良く理解したうえで、本書の内容および指示にしたがってください。

■本書の見かた
この取付説明書では、以下のような記号、記載、アイコンを使用しています。

■安全に関する記号と説明

・取付けを誤った場合、使用者などが死亡または重傷を負う危険が想定されます。警 告

・取付けを誤った場合、使用者などが中程度の損傷・軽傷を負う危険または物的損害の発
生が想定されます。

注 意

ねじやナット等の締結部品を記号で示してます。（例：1a、1b、2a等）
締結部品の種類は「  ■ 梱包明細表  」を参照してください。

・取付手順で、特に注意して作業をしていただきたいことを示しています。
・守っていただかないと組付けができない内容、または製品全体に後々不具合が発生する
おそれのある内容を示しています。

■情報に関する記号と説明

■ねじ等の締結部品の記号

施工上のお願い
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※製品破損、倒壊による人への危害・物的損害が想定されますので、下記事項をお守りください。

施工上のご注意

施工上のお願い

●ポスト上面はブロック３段までの積み上げと
してください。また、横筋は高さ８０ｃｍ以
下の間隔にしてください。ポスト天面がたわ
む原因になります。

●製品の表面保護はマスキングテープをご使用
ください。養生テープはお避けください。塗
装がはがれる原因となります。

●施工工事にあたっては、安全に施工を行なっ
てください。

※作業服および保護具（保護帽、安全帯、眼、
手、足の保護具）を正しく使用してください。
※作業場所の整理整頓を行なうとともに、安全
確保を行なってください。
　特に高所作業での安全確保、倒壊防止、照明
による照度の確保など。
※器具、工具、保護具などの機能を確認し、使
用してください。

注 意

●製品の施工には、危険を伴う場合があります
ので、必ず専門の工事業者による施工をお願
いします。

●壁厚は300ｍｍまでの対応になります。
300ｍｍ以上の場合は取出しフタが開閉で
きません。

注 意

●納まり図を確認し、本体高さが指定寸法以
下になるようにしてください。

●製品が亜鉛、ステンレス以外の金属を接触す
る場合は、絶縁処理をしてください。

●製品の改造や、指定箇所以外の穴加工はしな
いでください。

●取付場所が通行の妨げにならないか確認して
ください。ぶつかったり、ケガをするおそれ
があります。

●コンクリート(またはモルタル)には、塩分を
含む砂(海砂)および塩素系やアルカリ系のコ
ンクリート用混和剤（凍結防止剤、凝固促進
剤、急結剤など）は使用しないでください。
使用する金属が腐食する原因になります。必
要な場合は非塩素系や非アルカリ系の混和
剤をご使用ください。

●施工時に製品の表面に付着したモルタルやコ
ンクリートなどは、速やかに拭き取ってくだ
さい。外観不良、アルミなどの金属が腐食し
強度低下の原因となります。

●組付け後、必ず鋭利な切断面やバリが露出し
ていない事を確認し、修正してください。ケ
ガをするおそれがあります。

●製品の改造は絶対にしないでください。不具
合・強度低下などの原因になります。

●施工終了後は、ネジにゆるみがないか確認し
てください。強度低下などの原因になります。

施工の前に

施工前のお願い

●ポストは、郵便物や新聞等を受け入れるもの
です。その他の目的には使用しないでくださ
い。

●正しく施工、組付けをするために、施工前に
必ず取付説明書をお読みください。

●梱包明細表で必要な部材、部品が揃っている
か確認してください。

●製品の施工については、必ず取付説明書にし
たがってください。

●施工場所に寸法的に正しく納まるか事前に必
ず確認をしてください。

●作業する際はポストを傷つけないように、注
意してください。

●スペースを十分にとってください。取出しフ
タ及び投函フタの開閉操作が十分に行なえる
場所に設置してください。

●投函フタには養生用のビニール袋が取付いて
います。キズ防止の為、施工完了までは外さ
ないでください。

●投函フタは筐体サイズより大きくなっていま
す。梱包から取り出し、一時的に置く際はキ
ズに注意しておいてください。

●フタを限界以上に開くと変形につながります。

養生用
ビニール袋

投函フタ
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※下記項目は重要事項ですので必ず点検してください。

チェックリスト

施工後の確認

チェック内容No.

1

ページ

8
埋め込みラインは本体に貼られているシールのライ
ンを守っていますか。

●施工

チェック内容No.

1

ページ

8 ポスト本体は垂直水平になっていますか？

●垂直平行

チェック内容No.

1

ページ

7
排水スペースは確保していますか？
※排水スペースはP.4 の基本寸法参照願います

●排水

※製品破損、倒壊による人への危害・物的損害が想定されますので、下記事項をお守りください。

施工上のお願い

●モルタルやコンクリート等が製品の表面に付
着した場合は、速やかに拭取ってください。
シミやムラ等の外観不良の原因になります。

●各部のねじの緩みがないか確認してください。
●ガタツキなどがないか確認してください。
●施工終了後、取扱説明書は施主様にお渡しくださ
い。
●投函フタおよび取出しフタの開閉確認してくださ
い。（開閉方法は取扱説明書参照） 

●下記のような条件下においては錆や変色が発生 
することがあります。

・鉄粉などによる異種金属が付着するような立地環境
 （工場地帯や鉄粉が舞う工事現場など）
・排ガス中の有害物質が付着するような立地環境
（工場地帯や交通量の多い市街地など）
・塩分が付着するような立地環境
（海岸地帯など）

注 意

基礎工事について

●養生期間は十分にとり、その間に重い物をの
せたり、振動を与えないでください。

埋込工事について

施工上のお願い

●施工終了後、取扱説明書は施主様にお渡しく
ださい。

施工の後に

施工上のご注意
施工上のお願い

※作業は、相互の作業と各作業工程を考慮して
進めてください。免許、技能講習、特別教育
が必要な作業は、有資格者が行なってくださ
い。
※作業者が相互に安全確認を行なってください。
健康状態を十分に確認し、健康管理を実施し
てください。
※万が一、事故が発生した際には、直ちに手当
を行ない、救助を第一に心がけてください。
●製品についた汚れは取除き、誤ってキズをつ
けた場合は、補修塗料で補修してください。
●取付説明書の順序通りに組付けてください。
製品の強度など、性能が低下する場合があり
ます。
●キズがつかないように、加工・組立時には段
ボールや緩衝材などを敷いて作業してくださ
い。
●垂直水平に施工してください。ポストの開閉
に支障が出る場合や、雨水が本体に侵入する
可能性、変形、故障の原因になります。
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【1】エクスポストKN 本体セット
員　数

ポスト本体

バンポン　郵便ポスト用

隙間パッキン　郵便ポスト用

片面ブチルテープ

郵便シール

取扱説明書<EXM-138>
取付説明書<EXM-137>

※壁の仕上げ厚によっては、取外しは不要です。
　詳細はP7を参照してください。

※壁の仕上げ厚によっては、取外しは不要です。
　詳細はP7を参照してください。

1

2

3

1

2

1
1

名　　称 略　図

梱包明細表

－ 
－ 

投函フタの取付け
（コンクリート壁の場合）

4取付け位置の寸法確認
（コンクリート壁の場合）

投函フタの取外し
（コンクリート壁の場合）

ポストの固定
（コンクリート壁の場合）

2スペーサーの取外し※1

65

ポストの取付け
（ブロック壁の場合）

3

3

施工の流れ

ブチルシートの貼付け

ポストの固定
（ブロック壁の場合）

42スペーサーの取外し※1 ブチルシートの貼付け
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基本寸法と各部名称1
1-1 エクスポストKN

エクスポストKN本体1-1-1

【プッシュ錠仕様の場合】

【フタが開いている場合】

【フタが閉じている場合】

17.5
21.5

20

470

19
0

9

10
0

420

390 93

(348)

（
36
）

410.5

(97°)

(71°)

(120) (144)410.5

（
19
）

5
16

165

22
13
3.
5

15

38.5

17.5127

埋め込みライン

埋め込みライン

埋め込みライン

排水スペース

エクスポストKN

エクスポストKN

投函フタ

取出しフタ

投函フタ

取出しフタ

プッシュ錠

投函口

上面図

正面図 側面図

上面図

正面図 側面図

側面図

背面図背面図

326

65
77
.3
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2-1 排水スペースの確保

●ポストの奥行より壁の方が厚い場合、ポスト内に雨水が溜まりますので、必ず排水スペースを設けてください。
●壁厚は300ｍｍまでの対応になります。300ｍｍ以上の場合は取出しフタが開閉できません。

施工上のお願い

●エクスポストKNと宅配ボックスKNを両方施工する場合は宅配ボックス取付説明書（EXM-135）を参照してください。
施工上のお願い

施工の前の重要確認事項　※施工時には下記の事項を厳守してください。2

道路側

建物側

1：排水スペースを設ける

雨水
1設ける

エクスポストKN
（錠付き）

モルタル壁
排水スペース

2-2 エクスポストKNと宅配ボックスKNを両方施工する場合

17.5127

93

排水スペース
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1：スペーサーをエクスポストKN本体から取外し

1取外し
スペーサー

エクスポストKN

スペーサーの取外し3-1-1

エクスポストKNの取付け3

ブチルシートの貼付け（モルタル付着用）3-1-2

●ブチルシートはW４１０ｍｍ×H１０５ｍｍになります。スペー
サーよりはみ出したブチルシートは側面に折り曲げ、貼り付け
てください。

施工上のお願い

3-1 共通作業

1：エクスポストKNにブチルシートを貼付け

1貼付け
ブチルシート

1貼付け
ブチルシート

●仕上げ代40mmの場合（スペーサー無し）

家　側 道路側

エクスポストKN

エクスポストKN

40

家　側 道路側

●仕上げ代20mmの場合（スペーサー有り）

●スペーサー有りの場合

●スペーサー無しの場合

エクスポストKN

仕上げ面

仕上げ面

仕上げ代

仕上げ代

モルタル

スペーサー

20
モルタル

モルタル

モルタル

スペーサー

スペーサー

ポスト本体

エクスポストKN

スペーサー固定ねじ

410

10
5

390
ブチルシート

仕上げ代20

スペーサー

仕上げ代40
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3-2 コンクリート壁の場合

家　
側

道路
側

エクスポストKNの固定3-2-3

●モルタルは開口部表面を粗し、モルタルを付着しやすくしてく
ださい。
●開口部の下面にモルタルを敷いてください。
●壁に挿入後、垂直水平出しを行なってください。
●本体に貼ってあるシール（埋込みライン）を こえない様に設置
願います。こえて設置した場合、開閉の支障、雨水の侵入につ
ながります。
●固定後、埋め込みラインシールをはがしてください。
●開口部に設置する際には、添え木等で落ちないようにしてくだ
さい。

施工上のお願い

1：エクスポストKNをモルタル壁の開口部に挿入し、モルタルで
固定

1固定

エクスポストKN
（錠付き）

モルタル

家　側 道路側

エクスポストKN

エクスポストKNの取付け3

投函フタの取外し3-2-2
1：投函フタをエクスポストKNから取外し

●コンクリート壁を建て込む際、あらかじめ開口部を作ってくだ
さい。

施工上のお願い

●取外したねじのねじロック剤は繰り返し使用できます。なくさ
ないように保管をしてください。
●取外した投函フタは、キズなどが付かないように養生用のビニー
ル袋は外さないで保管してください。

施工上のお願い

1：コンクリート壁のエクスポストKN取付け位置に寸法を確保

取付け位置の寸法確認3-2-1

取付ねじ

1取外し

保護
ビニール

保護ビニール
投函フタ

取付ねじ

投函フタエクスポストKN

エクスポストKN

W４００～４１０
H２
００
～２
１０

コンクリート壁

G.L.

（21.5）

口金部

筐体

すき間

コンクリート壁

（21.5）



09/12
EXM-137_202401

投函フタの取付け3-2-4

●投函フタをキズつけないように取付けてください。
●ねじの緩みがないか確認してください。緩みがある場合は投
函フタの開閉に支障が出るおそれがあります。
●インパクトドライバーは使用しないでください。

施工上のお願い

3-2 コンクリート壁の場合 つづき

1：投函フタをエクスポストKNに取付け

投函フタ

取付ねじ

エクスポストKN

1取付け取付ねじ

投函フタ

エクスポストKN

投函フタ

取付ねじ

エクスポストKN

エクスポストKNの取付け3
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家　
側

道路
側

家　側

道路側

2：残りのブロックを積み上げ

●モルタルが固定するまで添え木等で仮固定してください。
●仮固定後、埋め込みラインシールをはがしてください。

施工上のお願い

3-3 ブロック壁の場合
エクスポストKNの固定3-3-1

●モルタルやコンクリート等が製品の表面に付着した場
合は、速やかに拭取ってください。シミやムラ等の外
観不良の原因になります。

注 意

●ブロックの積み上げに合わせて、エクスポストKNを施工してく
ださい。
●ブロックに設置する際には、添え木等で落ちないようにしてく
ださい。
●本体に貼ってあるシール（埋込みライン）を超えない様に設置
願います。超えて設置した場合、開閉の支障、雨水の侵入につ
ながります。
●固定後、埋め込みラインシールをはがしてください。

※図はスペーサー有りになります。

施工上のお願い
1：エクスポストKNをブロックに載せる

家　側

道路側

家　側 道路側

添え木等

コテ

1載せる

ブロック

エクスポストKN

エクスポストKN

添え木等

モルタル

ブロック

エクスポストKNの取付け3

（38.5）

仕上げ代
スペーサー有り（20）
スペーサー無し（40）

2積み上げ

2積み上げ
ブロック

ブロック

目地材

目地材

目地材
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施工後の確認4

●製品にキズ、ヘコミ、歪み
はありませんか？

外観の確認チェック

●埋め込みラインは守ってい
ますか？（P.4～5参照。飛び
出し寸法38.5mm）
●ポストの埋め込みラインシー
ルをはがしてください。

埋込み位置の確認チェック

●製品は垂直水平に沿って
取付けられていますか？

垂直水平の確認チェック

●排水スペースは確保して
いますか？

排水の確認チェック

●埋め込みラインは本体
に貼られているシール
のラインを守っていま
すか？

施工の確認チェック
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EXM-137
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